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１．はじめに 

近年，IH クッキングヒータが普及する一方で，使

用中の漏れ磁束が懸念されている[1]。本研究室で

は，IH クッキングヒータ使用時に発生する漏れ磁

束について様々な条件下で測定を行い，特性を明

らかにした[2]。研究を進める中で測定場所（周辺環

境）によって IH クッキングヒータの漏れ磁束が増減

していることを発見した。主な原因として，IH クッキ

ングヒータを置く台等，周辺に金属が使われている

か否かが漏れ磁束の変化に関係していると考え

た。 

本研究では，IH クッキングヒータの周辺にステン

レス鋼板（SUS-430）の配置したときの漏れ磁束密

度分布を明らかにし、漏れ磁束の低減策を提案す

る。 

 

２．実験方法 

本研究ではステンレス鋼板を台所のシンクとして

代用した。IH クッキングヒータのトッププレート上に

おける磁束密度分布をサーチコイル法（サーチコ

イル電圧で評価）により測定する。ここでは，加熱コ

イルの中心から円周方向へ発生する磁束につい

て，垂直方向成分と水平方向成分に分けて測定を

した。また，各方向成分の測定位置はトッププレー

ト上から 0mm の高さである。各方向成分の測定範

囲は，鍋端部から 10mm 間隔でトッププレートの端

部までとする。測定に使用するサーチコイルは直

径 5mm で 10 回巻きである。サーチコイル電圧の

測定はアジレントテクノロジ社製ディジタルマルチメ

ータ“34405A”を用いた。鍋は直径 26mmの三層ス

テンレス鋼鍋を使用した。 

３．実験結果 

図 1 に測定結果より導出したサーチコイル電圧

による磁束密度分布を示す。結果より磁束密度分

布は鍋の近くでは(a)>(b)≒(c)となり，距離が離れ

ていくと(a)>(b)>(c)の順に磁束密度分布は低くなっ

た。鍋付近において(a)は(b)，(c)と比べて磁束密度

分布が 15mVを超えている箇所が多いことからステ

ンレス鋼板が漏れ磁束の低減に影響していること

がわかる。また，鍋付近において(b)，(c)の差はほ

とんど無い。しかし，鍋から距離が離れた箇所では

(b)よりも(c)の方が漏れ磁束が少ないことから鍋の

下にも漏れ磁束が生じているといえる。 

 

４．結論 

本研究では，IH クッキングヒータの周囲にステン

レス鋼板を配置した場合とステンレス鋼板の上に

IH クッキングヒータを配置した場合，配置しない場

合における漏れ磁束の変化を明らかにした。その

結果，ステンレス鋼板の上に IH クッキングヒータを

配置すると漏れ磁束が最も少なくなることを明らか

にした。 

今後は，漏れ磁束が少なくなる台所シンクの構

造を検討し，設置環境のトータル評価を行う。 
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(a) ステンレス鋼板を 

配置していない状態 

(b)ステンレス鋼板を配置した状態 (c)ステンレス鋼板の上に 

IH クッキングヒータを配置した状態 

図 1 磁束密度分布の比較 
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